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群馬・編島・新潟3鯨の境に跨る，所謂尾瀬地方に於ける尾瀬ゲ原を主体

とする高屠漁原は，長野牒馨ケ峰高原に於ける八島ケ原と共にi・我が園tヒ於

ける代表的危2大高居識原である。

一般に高居漁原に於ける池沼・繍lKは，溶解性盟類(電解質)に乏しし腐

植質に富み，強酸性主呈する聖書の諸舗で，特殊左環境を構成し，従って特殊

注生物相を有するととは，夙によく知られたととろでるる。高居漁原の陸藻

フロラも亦その例に漏れゑい。

ととろで八島ケ原の珪藻類については， 既に昭和 13年(1938):-にハルピン

の蕊拐事者 B.V. SKVORTZOV氏が，岡田喜一博士の採集詮F酌どどる材料に

基いて研究した結果を報告しているがP尾湖南屠漁原の砧藻類に与いては，

未だ何も知られてい泣い.

著者は，著者自身が昭和16年の哀 (Aug.5-6， 1941)に尾湖地方を説れ採

集した材料に基いて，該地高屠漁原の陸部フロラを明らかにし得たので，と

とに報告する。但し詳細は本報告にゆやり，ーととにはその概要について護去

するに止める.

先や尾瀬高居湯原の池沼7KのpHを，著者自身の材料採集時に設け，る測定

結果に基いて示すと，戎の如〈でるる。尾湖沼のそれは，参考の矯に記すに

過ぎたい :i

〔尾湖沼…・・…...・ H ・.....・ H ・-… pH i.2) 

沼尻:21三漁原池沼・・・……・…・・・…...・ H ・.pH 4.1-4.5 

白砂漁原池沼…………………・……・;"pH 3.9-4.6 ‘' 
悼且

骨京醤E大道長大津臨湖貿験所 (OtsuHydrobiologiω.1 Station， University of Ky仇01.
1) B. V. S即 ORTZOV(1938): DiatoI国巴olleetedby Mr. Yo舗IIlKAZU OKADA in Nippon. 

1. Mountain bog diaωms flora from Prov. Sinano. Journ. Jap. Bot.， 14， 204，・217.
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尾瀬ケ原梶原池沼

下回代...・ H ・-…・・ H ・H ・.....・ H ・-….pH 4.2-6.5 

中国代…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…… pH 4.2-4.3 

上回代… H ・H ・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・.pH 4.0-4.5 

ととろで上掲の pHの範囲から判る様に，下回代の一部，即ち尾瀬ケ!京の

Jlull官にあたり，槍校l技の揃四郎小屋tt:近い部分には1 pHが5.0以上6.5に及

ぶ地域があり，との謹一帯は既に高屠梯原の性質を可成りに失い，智通の漁

地又は草原へと謹移しつつあるかに息われるロそとでとの様な微敵性の地域

から採集した材料を別に取扱って，高層漁原の純粋2記長l~霊長フロラを明らかに

しようと努めた。

尾瀬高屠漁原から見出された砧藻の脇名と，各属に含まれる百d設，ー饗種敷
品誼激，及びそれ等の合計設を示すとヨえの如くに怠る。島名は合計教の多い

ものから並べた。砥数，竣智識，品種撤の下に於ける(+ )は，下川代の微

酸性地域にのみ見出されるものをと追加1したものである。又合計下の( )中の

激字は，徴醍性地域のものを含めて合計した撤である。

Tabl~ 1. Composition of the diatom-flora of the Oze high moors 

Name of genus . Number of Number of The 句匂I
spe巴les variety form number 

庖 名 穏 霊童 聖書種敏 品穏 費 量 メ日』 計

Eunot伽 S (+2) 7 1 16 (18) 

P伽nular旬 2 (+8) 2 (+1) 1 5 (H) 

Fr畑 tulia 1 1 1 3 (3) 

Navicula ~・a 。 。 :.1 (2) 

Neidium 。 !凶・ 。 :.1 (2) 

Anomoeoneis' an 4 。 。 2 (2) 

Acti:糊 IIα 1 。 。 1 (1) 

Surirella 1 (+1) 0(+2) 。 1 (4) 

句mbella 1 (+3) 。 。 1 (4) 

Diatoma 1 。 。 1 (1) 

Peron仰 1 。 。 1 (1) 

Stauro飽沼is 1 (+1) 。 。 1 (2) 

N伽 8chia 。 1 。 1 . (IJ 
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Name of genus Numb邑rof Number of Number of 百letotal 
spe巴1倒 variety form number 

厨 名 種 重量 盤穏護主 品種裁 合 計

ste旬叩te'rob偏 0(+1) 。 。 o (1) 
Rhoprilod似 。 0(+1) 。 o (1) 
DiplO?帥 0(+1) 。 。 o (1) 
GO?叩加旬emcz 0(+1) 0(+1) 。(+1) o (3) 

37 (61) 

A mark (+) denot倒也enumber of species， variety， or form of dia'旬Imsfound 
only in the weak acid waters (pH 5.0・6.9).

即ち尾瀬高居漁原に産する陸藻は，全体で17届， 61種類であるが，徴酸

性水域に産するものを除き，純粋の高居漁原特有の強酸性水域から見出され

るもののみに限ると 13嵐， 37種類とたる。 そして種類敷の特に多いのは

Eunotiaと Pinnulariaの2麗である。

尚尾瀬高居識原の確瀦フロラを構成する主要メンバーはと言えば，ヨたの13

種類を事げるととが出来る.

List of the main representatives of the diatom-

flora of the Oze high moors 

Actinella p蜘 ctataLcwis (Fig. 1) 

An側 oeoneisexilis (Kutz.) Cleve (Fig 10) 

Eunotia alpina (N五g.)Hust. (Fig. 4) 

Eunotia lapponica Grunow (Fig. 5) 

Eunotia nipponica Skv. (Fig. 6) 

Eunotia Pectilla[js var. minor (Kutz.) Rbh・(Fig.11) 

EU/lotia sp.め (Fig.7) 

Frustulia rhomboides (Ehr.) De Toni (Fig. 8) 

Frustulia rhomhoides var. saxonica f. ulzdulata Hust. (Fig. 9) 

N oflicula sllbtillissi71la Cleve (Fig. 3) 

Pinllularia subcopitata var. Ilils田ealla(Janisch) O. Muller (Fig. 13) 

Pi'l11ularia fliridis var. sudetica (Hilse) Hust. (Fig. 2) 

Surirella delkatissillla Lewis (Fig. 12) 

m これは新滝であるが，本報告に於て記載する。
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前記 SKVORTZOV氏の研究による と，八島ケ原の桂蕊は17属 42種類で

あるが，とれ

を足必iのもの

と比;1泣するに

耐者に共通の

叫が10或いは

11もあ り， 又
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るが，耐えl)'/l¥J

てヅヰいに兵な

っている出liは

j毛i~j!正:j }音i長原

のものは全部

羽以知、KM;jし

11二i心主l!ifj1のも

のを産しない

のに剖し，八

山ケ阪には 111

心lli!主fiの Jl1e-

losil'a grallulala 

カリJ，H 11されて

いるととであ
可

屯〉。
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I.A口linel1αρnη'，cl日tα ~. P.inmι1α7・f';，αvか・?:desvar. sndeticα. 
a. NaviclIla引 IbliUissimα.4.ElInoti，ααlpina. 5. Ennotiα 
tαpponiccr.. 6. EnnoUα 骨7・pponica.7. Ennotia sp. S. Fr-
?lst1/ua 'I'hom.boides 9. F?'1I.sl引liαj'homboid回 var.saxonica 
f. ?lηdnZrr.ta. 10. Anomoeone?:S仰 がお. ]]， E?I，not伽 pectinalis
var.刑制01・ 12. SU1'i1'ellαdeZical'issimα. 1 :3， Piηnnlα?・4α
subcαpitαta var. Hilseα叩
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